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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期

第３四半期連結
累計期間

第48期
第３四半期連結
累計期間

第47期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成28年４月１日
至平成28年12月31日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （千円） 38,025,570 40,597,123 51,585,970

経常利益 （千円） 4,535,984 4,954,616 6,456,063

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 2,237,258 3,052,735 3,110,372

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 2,231,625 3,305,594 2,229,007

純資産額 （千円） 42,057,733 42,202,649 41,561,822

総資産額 （千円） 48,423,817 49,096,724 48,193,141

１株当たり四半期（当期）純利益金

額
（円） 51.01 71.08 70.98

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 51.01 71.07 70.98

自己資本比率 （％） 85.7 84.8 85.1

 

回次
第47期

第３四半期連結
会計期間

第48期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 15.34 26.25

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第３四半期における我が国経済につきましては、雇用・所得環境の改善が続くとともに、企業業績は総じて高

水準で推移したことから、緩やかな回復基調となりました。また、11月以降は円安や株価上昇により、企業業績や

国内消費に明るい兆しが見えてきているものの、アジア経済の景気減速や英国のＥＵ離脱問題等による海外経済の

下振れ懸念、金融資本市場の変動等により、景気は依然として先行き不透明な状況が続きました。

情報サービス産業におきましては、一部でＩＴ投資に慎重な動きが見られるものの、最先端のＩＴ技術の戦略

的分野への積極的な利用や、既存の大型システムの更改等もあり、受注環境は引続き良好に推移しました。

このような状況の中、当社グループは３ヵ年の中期経営計画２年目の目標達成に向けて、長年に亘って培ってき

た業務ノウハウやシステム構築力を活かし、積極的な受注活動を推進するとともに、サービス利用型ビジネスへの

取組みを強化・推進してまいりました。

その結果、当社グループの業績は、以下のとおりとなりました。

 

売上高 40,597百万円 （前年同期比 6.8％増）

営業利益 4,812百万円 （前年同期比 8.5％増）

経常利益 4,954百万円 （前年同期比 9.2％増）

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,052百万円 （前年同期比36.4％増）

 

当第３四半期における売上高につきましては、主力のシステムソリューションサービス事業が順調に推移したこ

とから、前年同期比6.8％の増収となりました。営業利益、経常利益につきましては、長期金利低下に伴う退職給

付費用の増加や税率変更に伴う外形標準課税の増加といった費用の増加要因もありましたが、増収による利益の増

加等により、いずれも増益となりました。また、前年同期には米国孫会社に係る減損に伴う特別損失を計上しまし

たが、当第３四半期では大きな特別損益は発生しなかったことから、親会社株主に帰属する四半期純利益につきま

しては、前年同期比36.4％の増益となりました。

 

また、事業のセグメント別の業績は、以下のとおりとなりました。

 

＜システムソリューションサービス事業＞

システムソリューションサービス事業につきましては、システムの受託開発において、金融業・製造業・公共団

体からの受注が順調であったこと等から、売上高は前年同期比6.8％増収の40,314百万円となりました。

 

＜不動産賃貸事業＞

不動産賃貸事業につきましては、賃貸不動産の空室率を低位に抑えたことから、売上高は前年同期比2.3％増収

の282百万円となりました。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は125百万円であり、システムソ

リューションサービス事業に係るものであります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 48,172,160 48,172,160
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 48,172,160 48,172,160 － －

（注）提出日現在の発行数には、平成29年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

当第３四半期会計期間において発行した新株予約権及び新株予約権付社債はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

平成28年10月１日
～

平成28年12月31日
－ 48,172 － 7,205,864 － 6,892,184

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 5,254,200

完全議決権株式（その他） 普通株式 42,584,000 425,840 －

単元未満株式 普通株式 333,960 － －

発行済株式総数  48,172,160 － －

総株主の議決権 － 425,840 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」及び「単元未満株式」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式

がそれぞれ400株（議決権４個）及び18株含まれております。

２．「単元未満株式」には自己保有株式７株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）      

株式会社ＮＳＤ
東京都千代田区神田

淡路町２丁目101番地
5,254,200 － 5,254,200 10.90

計 － 5,254,200 － 5,254,200 10.90

（注）１．上記自己保有株式には、単元未満株式７株は含まれておりません。

２．当第３四半期末（平成28年12月31日）の自己保有株式は5,255,141株です。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。なお、役職の異動

は、次のとおりであります。

 

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

常務取締役
公共・通信事業本部長
ビジネス営業本部統括長
兼ビジネス営業本部長

常務取締役
公共・通信事業本部長
ビジネス営業本部統括長

矢本　理 平成28年10月１日

取締役
上席執行役員
金融事業本部長

取締役

上席執行役員
金融事業本部長
兼金融事業本部第二事業
部長

清田　聡 平成28年10月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から

平成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 23,022,776 24,769,639

受取手形及び売掛金 10,754,970 9,653,325

商品及び製品 103,044 155,401

原材料及び貯蔵品 7,105 9,125

その他 680,253 771,412

貸倒引当金 △24,494 △20,828

流動資産合計 34,543,656 35,338,075

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,600,436 3,500,498

土地 4,770,389 4,770,117

その他（純額） 363,170 365,200

有形固定資産合計 8,733,996 8,635,816

無形固定資産   

のれん 628,015 587,717

その他 765,272 784,938

無形固定資産合計 1,393,287 1,372,656

投資その他の資産   

投資有価証券 1,727,021 2,008,600

その他 1,795,939 1,742,336

貸倒引当金 △760 △760

投資その他の資産合計 3,522,200 3,750,176

固定資産合計 13,649,484 13,758,649

資産合計 48,193,141 49,096,724

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,857,736 1,884,791

未払法人税等 1,348,651 764,029

賞与引当金 409,504 1,355,560

役員賞与引当金 － 52,500

株主優待引当金 54,699 70,419

その他 2,501,241 2,400,397

流動負債合計 6,171,832 6,527,697

固定負債   

退職給付に係る負債 376,300 291,762

その他 83,186 74,615

固定負債合計 459,486 366,377

負債合計 6,631,318 6,894,075
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,205,864 7,205,864

資本剰余金 6,892,421 6,891,924

利益剰余金 34,913,265 36,356,173

自己株式 △5,975,221 △6,986,191

株主資本合計 43,036,330 43,467,770

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 299,504 376,522

土地再評価差額金 △1,005,325 △1,005,325

為替換算調整勘定 245,875 282,257

退職給付に係る調整累計額 △1,576,594 △1,465,889

その他の包括利益累計額合計 △2,036,539 △1,812,434

非支配株主持分 562,031 547,314

純資産合計 41,561,822 42,202,649

負債純資産合計 48,193,141 49,096,724
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

売上高 38,025,570 40,597,123

売上原価 30,128,688 32,456,078

売上総利益 7,896,881 8,141,044

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 1,349,918 1,285,993

賞与引当金繰入額 58,515 55,654

役員賞与引当金繰入額 52,500 52,500

退職給付費用 28,579 39,384

福利厚生費 368,863 380,160

賃借料 275,715 275,943

減価償却費 98,708 92,774

研究開発費 198,938 125,418

株主優待引当金繰入額 35,633 34,745

その他 994,311 985,698

販売費及び一般管理費合計 3,461,684 3,328,274

営業利益 4,435,196 4,812,770

営業外収益   

受取利息 9,898 3,088

受取配当金 36,332 29,760

保険配当金 71,694 87,952

その他 29,590 28,474

営業外収益合計 147,515 149,275

営業外費用   

支払手数料 3,801 3,009

租税公課 2,665 2,826

事務所移転費用 18,872 －

為替差損 20,332 －

その他 1,054 1,593

営業外費用合計 46,727 7,429

経常利益 4,535,984 4,954,616

特別利益   

固定資産売却益 － 438

投資有価証券売却益 58,872 963

その他 42 －

特別利益合計 58,915 1,402

特別損失   

減損損失 633,518 271

関係会社整理損 － 76,045

早期割増退職金 － 73,827

その他 51 －

特別損失合計 633,569 150,144

税金等調整前四半期純利益 3,961,330 4,805,874

法人税等 1,647,482 1,723,757

四半期純利益 2,313,847 3,082,117

非支配株主に帰属する四半期純利益 76,588 29,382

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,237,258 3,052,735
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

四半期純利益 2,313,847 3,082,117

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △105,822 77,017

為替換算調整勘定 △6,447 35,754

退職給付に係る調整額 30,047 110,705

その他の包括利益合計 △82,222 223,477

四半期包括利益 2,231,625 3,305,594

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,155,347 3,276,839

非支配株主に係る四半期包括利益 76,278 28,754
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

また、一部の子会社につきましては、前連結会計年度の実際実効税率に税制改正を加味した税率で計算をしてお

ります。

 

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

減価償却費 306,922千円 312,804千円

のれんの償却額 99,966千円 53,102千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年４月30日
取締役会

普通株式 1,472,571 33 平成27年３月31日 平成27年６月３日 利益剰余金

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年４月27日
取締役会

普通株式 1,609,827 37 平成28年３月31日 平成28年６月３日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結損
益計算書計上
額
（注２）

 
システムソ
リューション
サービス事業

不動産賃貸事
業

計

売上高      

外部顧客への売上高 37,749,341 276,228 38,025,570 － 38,025,570

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 17,159 17,159 △17,159 －

計 37,749,341 293,388 38,042,730 △17,159 38,025,570

セグメント利益 4,374,193 97,536 4,471,730 △36,533 4,435,196

（注）１．セグメント利益の調整額△36,533千円には、セグメント間取引消去76千円、全社費用△36,609千円が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

＜システムソリューションサービス事業＞

米国孫会社のテレヘルス（遠隔医療）事業において事業計画を見直し、のれん及びソフトウエア資産等を減損

しております。なお、当該事象による固定資産（のれんを含む）の減損損失額は、当第３四半期連結累計期間に

おいて、625,454千円であります。

 

（のれんの金額の重要な変動）

＜システムソリューションサービス事業＞

（１）当社の連結子会社が米国の Electronic Interface Associates,Inc. から、ITインフラ事業を譲り受けて

おります。なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間において441,373千円で

あります。

（２）米国孫会社のテレヘルス（遠隔医療）事業において事業計画を見直し、のれん及びソフトウエア資産等を

減損しております。なお、当該事象によるのれんの減損損失額は、当第３四半期連結累計期間において、

477,917千円であり、上記（固定資産に係る重要な減損損失）の中に含めて記載しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結損
益計算書計上
額
（注２）

 
システムソ
リューション
サービス事業

不動産賃貸事
業

計

売上高      

外部顧客への売上高 40,314,475 282,648 40,597,123 － 40,597,123

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 17,015 17,015 △17,015 －

計 40,314,475 299,663 40,614,138 △17,015 40,597,123

セグメント利益 4,761,507 86,829 4,848,337 △35,567 4,812,770

（注）１．セグメント利益の調整額△35,567千円には、セグメント間取引消去39千円、全社費用△35,606千円が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 51円01銭 71円08銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 2,237,258 3,052,735

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
2,237,258 3,052,735

普通株式の期中平均株式数（千株） 43,859 42,950

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 51円01銭 71円07銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円) － －

普通株式増加数（千株） 2 2

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの

概要

─────── ───────

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年２月14日

株式会社ＮＳＤ

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 櫻井　清幸　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 貝塚　真聡　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＮＳＤ

の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平成28

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＮＳＤ及び連結子会社の平成28年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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